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三沢市移動等円滑促進協議会 会議録 

会議名称 令和元年度 第２回三沢市移動等円滑促進協議会 

開催日時 令和２年２月３日（月）１３時３０分～１５時００分 

場  所 三沢市役所本館４階 大会議室 

出 席 者 

会 長 安部 信行 委 員 中岫 優介 委 員 織笠 真樹 

委 員 橘  信宏 委 員 蛯名 義正 委 員 林  光利 

委 員 廣沼 高明 委 員 
加賀 精二 

代理：佐藤 
委 員 向中野 貢 

委 員 宮古 直志 委 員 門上 芳彦 委 員 藤田 光彦 

委 員 石黒 健次 委 員 宝田 喜章 委 員 榊 明彦 

委 員 山本 剛志 委 員 田面木 るり子 委 員 澤田 潤 

事務局 
三沢市：新堂参事兼課長、根岸副参事兼課長補佐、和田係長、冨田主査 

株式会社ケー・シー・エス：牧野、新宮 

会議次第 

１ 開    会 

２ 会長挨拶 

３ 議    事 

（１）「三沢市移動等円滑化促進方針の検討状況について」 

  ①移動等円滑化促進方針の構成（案）について 

  ②移動等円滑化促進方針の概要 

  ③三沢市の地域特性 

  ④市民意向の把握（市民アンケート調査） 

  ⑤まちあるき点検の調査結果 

  ⑥三沢市における移動等円滑化等に係る課題 

  ⑦移動等円滑化に向けた基本方針（案） 

  ⑧移動等円滑化促進地区の設定（案） 

４ 閉    会 

 

会議の経過及び審議結果（概要） 

１ 開会 

 

２ 会長挨拶 

 

３ 議事 

（１）「三沢市移動等円滑化促進方針の検討状況について」 

・資料に基づき、①移動等円滑化促進方針の構成（案）、②移動等円滑化促進方針の概要、③三

沢市の地域特性について事務局より説明。 

＜特に意見なし＞ 
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（２）「三沢市移動等円滑化促進方針の検討状況について」 

・資料に基づき、④市民意向の把握（市民アンケート調査）、⑤まちあるき点検の調査結果、⑥

三沢市における移動等円滑化等に係る課題について事務局より説明。 

 

＜主な意見＞ 

石黒委員： 

・ｐ.8のアンケート結果にある移動経路図内に回答者数が記載されているが、これは調査期間内

の一日当たりの人数になるのか？ 

事務局： 

・調査票にて「三沢空港周辺でよく移動する経路は何ですか？」と質問しているので、特定期間

での日当たりの人数ではなく、回答者がよく利用する経路を集計した人数となっている。 

石黒委員： 

・全回答者数 630人の中で、この問いに回答した人数に応じて色分けして表示しているという認

識でいいのか。 

事務局： 

・そのようになる。 

石黒委員： 

・ｐ.9の「施設の重要度」で三沢駅・三沢市役所・三沢空港の３か所を挙げており、三沢市役所

周辺は主要な施設が多いので経路を繋げば充分効果はあると思うが、三沢駅・三沢空港は単体

の施設となっている。 

・三沢駅と三沢空港の建物だけをバリアフリー化するのであれば、今までのバリアフリー法で問

題ないと思うが、今回の様に移動環境を良くしたいが近くに施設がないという場合、具体的に

どのように経路の設定をしていくのか。 

事務局： 

・三沢空港の周辺には公共施設等が多くないので、三沢空港を指定した場合はバスやタクシー等

の公共交通で市街地と三沢空港を線で繋いでいくような移動経路になると考えている。 

織笠委員： 

・資料の中で、「一般の方はそもそも車いすの介助の仕方がわからない人が多い」という話があ

った。 

・普段から全盲の方と歩く機会が多く、歩く際に白杖をシンボルとして必ず使用しているが、白

杖を見て避けてくれる方もいれば、白杖を分からずにぶつかってくる方もいる。 

・ガイドが考慮して歩かなければならないが、歩道の幅が決まっている場合などは避けられる限

度があるので難しい場合がある。 

・白杖をそもそも知らないため、白杖を見ても目が見えない方だから避けようという行動に繋が

っていないので、ポスターなどで白杖への啓発が必要ではないかと思う。 

・白杖を分かって避けてくれる方と、分からずにギリギリで避ける方は半々くらいの割合だと感

じている。 

・また、全盲の方がお店で会計するときに店員がいる方を見られなかったり、白杖を持って補聴

器をしていたとしても聞こえないといった時に、お店の方が声を大きくする等の対応がなく、
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接し方が気になる事が多々ある。 

・五所川原市の ELMに行った際は、ほとんどの店員の方が大きな声で話してくれたり、お手伝

いしますかという声掛けをしていただき、ガイド者ではなく障がい者の方をメインに配慮して

対応してくれた。 

・勇気を出して外出しているので、そうした部分が外出の障壁にならないように周りの整備だけ

ではなく、呼びかけも一緒にやれていければよいと感じている。 

事務局： 

・あるパラアスリートの方から心のバリアフリーは「教育」であるという話もあり、ハードへの

取り組みも当然に大事ではあるが、心のバリアフリーについても非常に重要なのではないかと

事務局の方でも考えている。 

向中野委員： 

・ｐ.13 のバリアフリーに係る個別課題の「その他」の中で、UD タクシーなどの導入を推進す

るとなっているが、UDタクシーは非常に高価なので簡単に手が出せない。 

・国の補助金制度はあり、また東京都のような購入補助があれば良いが、三沢市では補助がない

ので導入してくれと言われても厳しい。 

・実際の導入状況としては、現在三沢市内のタクシーは約 100 台あるが、4～5 台程度となって

いる。 

・高齢者や身体の不自由な方の移動手段として、タクシーの役割は重要であると考えている。 

・実際に買い物や通院等に沢山利用されているが、2月から運賃が上がっていることもあり「タ

クシー運賃が高い」と頻繁に言われる。 

・免許返納の問題もあるので、助成制度があれば高齢者の方達の助けになるのではないかと思う。 

事務局： 

・UDタクシー導入については予算の問題もあるので、ここで課題を抽出し具体的な取り組みや

方針を検討しマスタープランに盛り込んでいくことになる。 

・マスタープランを策定する事により、共通認識を持ちながら交通分野と福祉が連携するなど、

方針に沿って取り組んでいければと考えている。 

林委員： 

・ｐ.6 の回答において、これから三沢市をけん引する働き盛りの 30代の無回答者が多いのが気

になる。 

・この無回答者に対して再度アンケートを実施はする予定があるのか。 

事務局： 

・アンケートの再実施は想定していない。 

・今後、各事業者の方や施設の利用者の方から意見を聞く予定となっている。 

林委員： 

・配布した 2,000人の中で、無回答者や返答がなかったのは誰かというのは把握しているのか。 

事務局： 

・回収した調査票は無記名回答となっており、居住地を把握する項目も「居住地域」となってい

るため、無回答者等の特定は出来かねる。 
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（３）「三沢市移動等円滑化促進方針の検討状況について」 

・資料に基づき、⑦移動等円滑化に向けた基本方針（案）⑧移動等円滑化促進地区の設定（案）

について事務局より説明。 

 

＜主な意見＞ 

向中野委員： 

・アンケート結果にある様なユニバースや三沢病院をはじめとした商業施設や医療施設は移動拠

点の対象にはならないのか。 

事務局： 

・本来であれば商業施設等を範囲の中に含める事は可能だが、まずは公共施設を中心として設定

したいと考えている。 

・バリアフリーマスタープランを掲げるにあたり、最初から幅広い範囲・対象を設定すると具体

性に欠けていく可能性があるということと、計画期間が 5年を予定しているため、範囲を広げ

すぎると期間内で進みにくくなるということを想定した上で、今回は公共施設を中心に取り組

んでいきたいと考えている。 

・こうした理由から、アンケート結果にあった商業施設等を含めていない。 

・また、医療施設においても市役所周辺を軸とした場合、病院を選びにくい現状となっている。 

・まずは 5年の計画期間内で設定した範囲でバリアフリー化を推進し、5年毎の見直しの際に、

必要に応じて範囲を拡大していくことで考えている。 

榊委員： 

・ｐ.15 の個別方針 2 の 4）交通安全施設で示されている信号機の管理は交通管理者で道路管理

者ではない。 

・先ほどの話を踏まえると、三沢空港を対象とする必要があるのか疑問に感じる。 

事務局： 

・バリアフリーマスタープランは国土交通省が制度を設けており、国の考え方として旅客施設を

第一に挙げているので、三沢空港や三沢駅は外せないと考えている。 

・バリアフリーと示しているが「移動等円滑化」なので、”移動”が”円滑”になるためにと考える

と三沢空港は外せないと考えている。 

榊委員： 

・三沢空港には自動車で移動することになるので、人が歩いて移動するという観点ではないので

はないか。 

事務局： 

・先ほど石黒委員の質問にもあったが、空港と市役所周辺は離れているので、バスやタクシー等

の公共交通と線で繋いでいく形になっていくと考えている。 

榊委員： 

・歩道等の道路管理者の対応等にあたっては交通量調査なども必要になってくるのではないか。 

事務局： 

・地区を設定したとしても必ずしもやらなければならないという事ではなく、モデル地区という

形で捉えて頂き、その中でどこまで出来るかという問題が出てくると思う。 
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・市としても地区に入ったから必ずやるという認識ではない。 

・ハード面について予算の問題もあるので、お互いに協議した上でマスタープランの上での表現

方法について検討していきたいと考えている。 

藤田委員： 

・ｐ.16 の移動等円滑化促進地区の設定用件にある要件①では「生活関連施設があり、かつ、そ

れらの間の移動が通常徒歩で行われる地区」とあり、ｐ.16 右側にある設定範囲のイメージ図

の赤くなったエリアを徒歩で歩く範囲に設定し、その中でバリアフリーを進めるという認識で

いる。 

・一方、タクシーやバスを利用して移動するという説明は視点がバラバラになるように感じるが

どちらに重点を置いているのか。 

・要件を見る限り、一つの地区において徒歩で歩くエリアとして指定されているので、バスやタ

クシーを取り上げてしまうと視点がぶれるのではないか。 

・空港周辺は歩くエリアではないと感じているので、もう少し具体的なイメージを説明して欲し

い。 

事務局： 

・設定要件のなかでは徒歩圏内として示されているが、地区の検討にあたり東北運輸局と協議を

進めている。 

・三沢駅・三沢市役所・三沢空港を地区として設定し、3つの地区をバスやタクシーなどの公共

交通で線として繋ぎ、地区内は徒歩で移動するという考えで整理している。 

・旅客施設としては三沢駅や三沢空港がメインとなるが、実際に、駅⇔市役所や空港⇔市役所間

の移動がある。 

・駅から市役所までは坂があるので歩いていくのは厳しい状況にあるので、乗り物を乗って繋い

でいくという考え方は東北運輸局にも確認し、整理の仕方については問題ないと回答を貰って

いる。 

橘委員： 

・個人的に空港を利用する機会があるが、駐車場から出て道路に向かうところに段差があり、そ

こを一人で荷物を持ったなかで越えるのは厳しく、健常者でも厳しいと思う。 

・さらに、建物入口のスロープにも段差があり、車いすの方では余程の力のある方でなければ対

処が厳しいと感じる。 

・また、タクシー利用時においても段差があり、乗車する際にタクシーと車いすの間が空いてし

まい足に力が入る方でないと難しいので、空港はかなり不便なところだと思う。 

事務局： 

・橘委員の意見にあるような問題や、移動に空港を利用する事は実際にある。 

 

・また、カナダチームが日本に着いたら飛行機で移動すると思うので、その点も含めて三沢空港

は地区に含めておきたいと考えている。 

石黒委員： 

・車いすでの車の乗り降りの際に段差があって不便だという話があったが、最近の空港では歩道

の路肩にある石を切り下げて高低差がないようしている。 



- 6 - 

・三沢空港が設置されたのが昭和 58年なので、施設がそうした整備に追い付いていない。 

・三沢空港を入れるかどうかという意見があったが、空港を利用する方が空港の近くまで来てそ

こからは自由に乗り降りできる事が大事なのではないかと思う。 

・現在不便な点があるなら改善や工夫する努力をし、空港にくる方に対してバスやタクシーを利

用しやすいように整備していくという話はする必要はあると思う。 

・すぐの対応は難しいかもしれないが、声掛けしていけば出来ない事ではないと思うので前向き

に考えていきたい。 

橘委員： 

・ちなみに空港の設備自体は不便であるものの、空港の職員の方が降りた時に車まで荷物を持っ

てくれるなどのソフト面で助かっているので、そうしたソフト面の部分を一緒に進めて良けれ

ばと考えている。 

事務局： 

・海外と日本を比較したときに、心のバリアフリーの違いを感じる事はあるか。 

橘委員： 

・日本人は困っている人を助けたい気持ちはあっても声掛けが苦手だと思う。 

・例えば、アメリカでは誰であっても段差等があるとすぐに声掛けしてくれる。 

座長： 

・心のバリアフリーも含めて、三沢らしいバリアフリーを進めてマスタープランを策定していけ

ればよいと考える。 

藤田委員： 

・社会的施設の重要度を考えると市役所や公会堂などは重要だが、今は集会施設も社会的に重要

な施設となってきていると思う。 

・町内会の会員がどんどん高齢化していく中で、段差があり入口に入れない、集会所の 2階に上

がれないなどの問題がある。 

・避難場所と避難所が同じ指定となり、避難してきた時に好きなだけ居ていいという施策が検討

されている。 

・社会的な重要度も高まってくると思うが、今後、バリアフリーの対象として含めることは検討

しているのか。 

事務局： 

・集会所は公共施設でもあるので、市役所周辺の地区を設定する際に検討はしたが、市役所周辺

だけを地区設定した場合、中央の集会施設だけがバリアフリーになって他の町内は対象になら

ないのかという懸念がでてくる。 

・新しく改修した施設についてはバリアフリーの要素を盛り込むことを考える必要はあると思う

が、全ての集会施設を対象にすることは財政面において厳しいため、地区設定する中でも限定

した施設で進めていければと考えている。 

林委員： 

・多言語表記をするという説明があったが、英語だけではなく韓国語や中国語など、ほかの言語

も考えているのか。 
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事務局： 

・青森鉄道や三沢駅では現状でも多言語化の対応をしている、英語と中国語の 2言語、ハングル

語が多言語表示の標準になると考えている。 

・4か国語が表示出来ない場合も出てくると思うが、その際は日本語と英語の表記になると考え

ている。 

 

４ 閉会 
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（参考）会議状況写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


